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兵庫県北部におけるウエステルマン肺吸虫

（二倍体型）に関する研究

Ⅳ、養父郡と朝来郡における地理的分布および朝来郡

において見出された宮崎肺吸虫について

柴原壽行

(昭和59年２月21日受領）

zuesre7mα"'，diploidtype，Ｐ、ｍｚｙａｚｒａｈ〃，
●●

Ｋｅｙｗｏｒｄｓ：lungfluke，ParLzgo"zmzJs

geographicaldistribution

サワガニの数は，養父郡内が616匹，朝来郡内が1,439

匹の合計2,055匹である．

メタセルカリアの分離は，サワガニの甲幅を計測し，

雌雄の別を記録したのち破砕して，人工胃液消化法一人

工胃液にて37°Ｃ，６～12時間消化一によって行った．

得られたメタセルカリアは，形態観察と大きさを計測し

たのち，イヌ（ａ旱，4.8～8.2kg，５頭)，ネコ（①旱，

1.7～2.5kg，４頭）およびラット（旱，２８０９，１頭）に

それぞれ２～25個宛経口投与し，投与後100～220日に剖

検して虫体を回収した．得られた虫体は，７０％エチルア

ルコールで圧平固定後，カーミンで染色し，観察・計測

した．さらに，虫体はその発育状況によって次の２つに

分類した．すなわち，子宮内に虫卵を有するまでに成熟

したものを成虫，子宮内に虫卵を有してはいないが，貯

精嚢内に精子が観察されるか，あるいは卵黄管内に卵黄

細胞が観察されるものを亜成虫とした．

虫卵は，肺に形成された虫嚢内より得たものを10％ホ

ルマリンに浸漬固定したのち，観察・計測した．

統計的処理はすべてWelchmethodによった．

緒言

わが国におけるウエステルマン肺吸虫Ｐαγαgo"〃"S

zuestcrmα"ノ（Kerbert，1878）の二倍体型diploidtype

(2,＝22）は，現在，東北，中部～近畿，九州の各地方

にその分布が確認されている．著者はこのうち，兵庫県

北部の但馬地方にその濃厚な分布地を見出し，本虫につ

いて虫体各時期の形態や，中間宿主体内での発育，数種

の哺乳動物に対する宿主適合性などの生態学的事項を追

究すると共に，同地方における地理的分布を明らかにす

べ〈調査を行ってきた（柴原，1981a，ｂ；1982a,ｂ；

1983；1984)．本篇では，但馬地方南部の養父郡と朝来

郡の山間渓流で採集したサワガニGeotMP/ｍＳａａＣ‐

ﾉiαα"ｉについて調査し，日本海に注ぐ円山川と瀬戸内海

に注ぐ市川の最上流域にあたり，かつ分水嶺をなす生野

町，朝来町，山東町の山間部に本虫の分布地を新たに見

出したので報告する．また，これらの分布地に隣接し

て，近似種である宮崎肺吸虫Ｐａ７ａｇｏ"zmmSmjjﾉαzα賊

Ｋａｍｏ，Nishida，HatsushikacrTomimura，１９６１も分

布することを認めたので併せて報告する．
成績

材料および方法
Ｌ採集地別のメタセルカリア寄生状況

採集したサワガニ2,055匹中92匹から262個の肺吸虫メ

タセルカリアが見出された．メタセルカリアが見出され

たのは，Ｆｉｇ．１，Tableｓ１，２に示すように，養父郡で

は関宮町葛畑，大久保の２地点で，寄生率はそれぞれ

38.1％および2.4％でカニ１匹当りの平均寄生数は，前

者が1.4個，後者が1.3個であった．一方，朝来郡では山

検査に供したサワガニは，兵庫県下の円山川の本流お

よび支流の上流域28地点と市川の上流域８地点の合計３６

地点において，1982年３月から1983年８月にかけて採集

した．採集地を郡別にみると養父郡内が15地点，朝来郡

内が21地点である（Fig.１，Tableｓ１，２)．採集した

愛媛大学医学部附属動物実験施設
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Fig.１Ａ）Mapshowingthelocation（shadowedportion）wherethepresent

surveywascarrieｄｏｕｔ．Ｂ）Mapshowing361ocalitieswherecrabswere
collected．

●：LocalitieswherecrabspositiveformetacercariaeofPa7ago刀加zJszueste7‐

ｍａ７ｚｉ‐diploidtype-werecollected．

○：LocalitywherecrabspositiveformetacercariaeofP・ｍｉｙａｚａ肱were
collected．

○：Localitieswhereallcrabsexaminedwerenegative．

東町川上，坂根，朝来町神子畑，上岩津，大丈一大丈

のものは後述のように宮崎肺吸虫と同定された－，生野

町梅ケ畑，簾野，法道谷の８地点で，寄生率はそれぞれ

2.1,5.8,1.3,7.7,1.9,10.0,12.5，64.7％で，カ

ニ１匹当りの平均寄生数はそれぞれ，1.0,1.5,1.0,

1.3,1.1,1.0,2.2，３．０および4.9個であった．このよ

うに，両郡内のサワガニの寄生率は全般的にかなり低率

であり，５０％を上回った地点は朝来郡法道谷ただ１カ所

のみであった．また，陽,性カニ１匹当りのメタセルカリ

ア寄生数も比較的少なく最多寄生数は17個であった．

２．メタセルカリアの形態と計測値

得られたメタセルカリアは，球形もしくは楕円球形を

呈しており（Photo，１），虫体を包む被膜は厚い内膜と

その外側をとり巻く薄くて破れ易い外膜の２層から成っ

ているが，時には，Photo、２に示すような薄い内膜を

有するもの－幼若メタセルカリアと思われる－も少数認

められた．内膜の直径，内膜および外膜の厚さについて

の計測値はＴａｂｌｅ３に示した．これらの計測値は，メ

タセルカリアの得られた場所によって若干の差が認めら

れるが，内膜の直径についてみると，朝来郡大丈産サワ

ガニから得たメタセルカリア（Photo、１１）が最も大き

く，平均長径469.0βｍ，平均短径463.3'ｍで，次いで

養父郡大久保のメタセルカリアが平均長径463.5浜、，平

均短径443.5川，最も小さいのは朝来郡法道谷のもの

で，平均長径が419.3±20.5βｍ,平均短径が407.9±2054

βｍであった．また，内膜の厚さは朝来郡坂根のメタセ

ルカリアが平均23.0/αｍで最も厚く，法道谷から得られ

たものは平均14.1±4.8ﾉzzmで最も薄かった．一方，外

膜の厚さはどの分布地のものも，ほぼ1～3,[、の範囲に

あった．

３．メタセルカリアの感染実験と得られた虫体および

虫卵の形態とその特徴

実験動物への感染実験成績はＴａｂｌｅ４に示すとおり

である．養父郡葛畑，朝来郡坂根，大丈，簾野および法

（５０）
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TablellncidenceofinfectionofcrabsGeoZ比ゆ/ｍｓａｃ/eＡａａ"iwithmeta‐

cercariae（Ｍｃ）ｏｆＰａ７ａｇｏ７ｚｚ"z"szuesZc7"zα"／‐diploidtype‐inYabu-gun
●

AverageＮｏ．ｏｆＭｃ
ｉｎａｐｏｓｉｔｉｖｅ

ｃｒａｂ（Min-Max.）

Ｎｏ．ｏｆｃｒａｂｓ
Pｅｒｉｏｄｏｆ

ｓｕｒｖｅｙ

Infection

rate（96）
No.＊ Locality

examinedinfected

Ｍａｍａｄａｎｉ

(万々谷）

Hibata

（日畑）

Kuzuhata

(葛畑）

Okubo

(大久保）

Ｙａｓｕｉ

(安井）

Yokoyuki
(横行）

Ｎａｋａｍａ

(仲間）

Okuwakasugi
(奥若杉）

Ikada

(筏）

Ａｋｅｎｏｂｅ

(明延）

Miyamoto
(宮本）

Ｋａｂｏ

(加保）

Ｍｉｔａｎｉ

(三谷）

Inotsubo

(井之坪）

Konaka

(高中）

Julyl982

０
７
２
７
０
７
９
５
３
７
０
８
７
２
２

３
３
４
２
３
１
２
２
３
１
３
３
５
４
６

１

０
０
６
３
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０

１

１
２
３
４
５
６
７
８
９
０
１
２
３
４
５

１
１
１
１
１
１

Julyl982

July～Ａｕ９．
１９８２

July～０ct、
１９８２

Julyl982

1.4(1-3）

1.3(1-2）

3８．１

２．４

２
２
２
２
２
２
２
２
２
２

８
８
８
８
８
８
８
８
８
８

９
９
９
９
９
９
９
９
９
９

１
１
１
１
１
１
１
１
１
１

ｙ
ｙ
ｙ
ｙ
ｙ
ｙ
ｙ
ｙ
ｙ
ｙ

ａ
ａ
ａ
ａ
ａ
ａ
ａ
ａ
ａ
１

Ｍ
Ｍ
Ｍ
Ｍ
Ｍ
Ｍ
Ｍ
Ｍ
Ｍ
血

＊Nos，areindicatedinFig，１．

４)，６葉に分岐した卵巣を有し（Photo、７），受精嚢

内には精子（Photo，５）－約半数のものには精子の他

に卵細胞あるいは卵黄細胞が入っている個体も見受けら

れた－が，また貯精襄内には精子が充満しているのが認

められた（Photo、６）．また，ラットから得られた虫体

は，胸腔内に遊離していた亜成虫で，貯精裏内には無数

の精子が認められたが受精嚢内にはそれを認めることは

できなかった．得られた成虫の大きさは，ネコからのも

の30隻での平均長径は7.4±0.7（6.1～9.2）ｍｍ，平均

短径は4.3±0.4（2.9～4.7）ｍｍで，体長/体幅の平均

は1.8±０．２（1.4～2.2）であり，イヌからのもの35隻で

は平均長径7.2±0.7（5.7～8.6）ｍｍ，平均短径4.4±

0.5（3.1～5.1）ｍｍで，体長/体幅の平均は1.7±0.2

(1.2～2.1）であった．また，ラットから得られた虫体

道谷のサワガニから得られたメタセルカリアはイヌへ，

養父郡大久保，朝来郡川上，上岩津および梅ケ畑のもの

はネコへまた，朝来郡神子畑のものはラットへ，それ

ぞれ経口投与した．その結果，各動物における虫体回収

率（平均）はイヌが平均85.4（66.7～100.0）％，ネコ

が平均85.4（66.7～100.0）％，ラットが33.3％であっ

た．ラット以外から得られた虫体の多くは，肺に形成さ

れた虫嚢内から回収され，子宮内に多数の虫卵を有する

成虫にまで発育していた．回収された虫体のうち成虫の

占める割合は，イヌで平均88.4（57.1～100.0）％，ネ

コで平均99.0（96.0～100.0）％であった．

朝来郡大丈産サワガニ由来のものを除く虫体，特に成

虫（Photo，３）は，断裂により先端が２本に分かれた

ものも見られるが，ほぼ共通して単生の皮赫（Photo．

(５１）
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Table21ncidenceofinfectionofcrabsGeo此ZPA"ｓａａｅｈαα"iwithmetacercariae

（Ｍｃ）ｏｆＰａ７ａｇｏ"〃"szuesZermα"ｉ‐diploidtype‐ａｎｄ
ＰＬγ"妙αzα肺inAsago-gun

Ｎｏ．ｏｆｃｒａｂｓ AverageＮｏ．ｏｆＭｃ
ｌｎａｐｏｓｉｔｉｖｅ

ｃｒａｂ（Min-Max.）

Pｅｒｉｏｄｏｆ

ｓｕｒｖｅｙ

Infection

rate（％）
No.＊ Locality

examinedinfected

Hoppa
(堀場）

Utsunomi

(内海）

Ｔｏｗａ

(藤和）

Ｙａｓｕｉ

(安井）

Ritsuunkyo
(立雲峡）

Ｋａｗａｋａｍｉ

(川上）

Sakane

(坂根）

Sanaka

(佐中）

Mikohata

(神子畑）

Okutoji
(奥田路）

Kamiiwatsu

(上岩津）

Daijo
(大丈）

Okutataragi
(奥多々良木）

Osoto

(大外）

Umegahata
(梅ケ畑）

Kurokawa

(黒川）

Sudareno

(簾野）

Hododani

(法道谷）

Shirakuchi

(白口）

Shobuzawa

(菖蒲沢）

Tochihara

(栃原）

Mar.～Ａｕ９．
１９８２

Julyl982

６
７
８
９
０
１
２
３
４
５
６
７
８
９
０
１
２
３
４
５
６

１
１
１
１
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
３
３
３
３
３
３
３

７
８
７
０
４
２
２
２
５
８
９
０
２
７
０
３
８
１
９
４
１

２
２
２
５
３
８
５
２
３
１
３
７
２
３
４
１
４
５

２
１

２
２

２
１

↑

０
０
０
０
０
６
３
０
３
０
３
５
０
０
４
０
６
３
０
０
０

１
３

Ｍａｙｌ９８２

Ｍａｙｌ９８２

Ｍａｙｌ９８２

Ｓｅｐ.～０ct，
１９８２

Ｍａｙ～０ct・
ｌ９８２

Ｍａｙｌ９８２

Ｍａｙｌ９８２
～Ａｕ９．１９８３

Ｍａｙｌ９８２

1.5(1-3）

1.0（１）

２．１

５．８

1.3(1-2）１．３

SePl982

Sepl982
～Aug・ｌ９８３

Ｍａｙｌ９８２

Ｍａｙｌ９８２

Ｍａｙ～０ct、
１９８２

SePl982

０ct，１９８２

Ｍａｙ～０ct、
１９８２

Ｍａｙｌ９８２

Ｍａｙｌ９８２

Ｍａｙｌ９８２

1.1(1-2）

1.0（１）

７．７

１．９

2.2(1-6）1０．０

3.0(1-7）

4.9(1-17）

1２．５

６４．７

＊Nos，areindicatedinFig，１．

ＴＰＬｍｉｙａｚａ航

(亜成虫）は長径5.3ｍｍ,短径3.0ｍｍで体長/体幅は1.8

であった．以上の諸特徴から，朝来郡大丈を除く９地点

のサワガニから得られた虫体は〆すべてウエステルマン

肺吸虫二倍体型のものであると同定された．

また，メタセルカリア投与後，糞便内虫卵排出開始日

をイヌ，ネコ各々２頭について観察した結果，前者で平

（５２）



309

Table3Measurements（ｉｎβ、）ofencystedmetacercariae（Ｍｃ）ｏｆＨＪ７ａｇｏ"〃"s
zuesZeγｗ"i-diploidtype-andPLmijﾉα之α賊obtainedfrom

severallocalitiesinYabu‐andAsago-gun

DiameterofinnercystwallThicknesｓｏｆｃｙｓｔｗａｌｌ Ｎｏ．ｏｆＭｃ
ｍｅａｓｕｒｅｄ

No.＊ Locality
length width Ｏｕｔｅｒlｎｎｅｒ

420--492

(461.0±20.4)↑

452-475

（463.5）

412-476

(436.4±16.9）

433-476

（454.7）

４５９

410-466

（430.8±24.7）

422-483

（456.4±17.8）

406-459

（432.6±14.4）

372-476

（419.3±20.5）

411-480

(446.5±22.7）

431-456

（443.5）

410-474

（430.6±18.4）

423-467

（444.7）

４０４

405-456

（421.7±23.7）

385-476

（438.3±21.3）

389-448

（419.8±14.5）

370-460

（407.9±20.4）
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８
８
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４
４
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２
８
６
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１
．
１
．
１
．

７
７

５
７
６
４

１
１

１
１
１
１

く
く

く
く
く
く

１
１

１
１
Ｊ
１

５
５

４
５
４
６

０
１
０
１

０
０
０
０

２
２
５
２
２
７
２
２
２
２
３

一
十
一
一
Ｌ
｜
＋
｜
｜
Ｌ

｜
＋
｜
｜
士
一
十
一
一
十
一

１
５
１
く
１
７
１
く

１
６
１
５
１
８
１
６

１
１

１
１
１
１

く
く

く
く
く
く

３Kuzuhata

４０kubo

21Ｋａｗａｋａｍｉ

２２Sakane

24Mikohata

26Kamiiwatsu

30Umegahata

32Sudareno

33Hododani

３
２
９
３
１
４
６
７
０

２
２
１
５

437-505

（469.0）
428-497

（463.3）
20-26

(23.0）

２－３

(2.3）
27:ｔＤａｉｊｏ ３

＊Nos、areindicatedinFig．Ｌ

↑Figuresinparenthesisarethemeansandthestandarddeviations．

:ｔＰＬ〃zjiyaza肱

(１～２）,ｍであった．これらの諸特徴から，朝来郡大

丈産サワガニ寄生メタセルカリア由来の虫体は，宮崎肺

吸虫と同定した．

均6５（63,67）日，後者で平均6６（60,72）日であった

(Table４)．虫卵の形態については，ほぼ卵形である

が変異に富み（Photos、8-10)，朝来郡法道谷産サワガ

ニ由来の成虫が排出した虫,Hの大きさ（50個平均）は，

長径が72.4±3.0（67~78〃m,短径が42.7±1.9（39~

48）仰で，卵殻の厚さは平均Ｌ１±0.4（1～2）/ｕｍで

あった．また，５４％の虫卵では無蓋端側に卵殼肥厚が認

められた．

一方，大丈産サワガニ寄生メタセルカリア由来の成虫

(Photo，１２）は，単生の皮鰊を有するが卵巣は複雑に分

岐してサンゴ状を呈し（Photo，１３)，精巣も複雑に分岐

しウエステルマン肺吸虫（二倍体型）のそれ（Photo、

３）よりもかなり大きかった．この成虫２隻の大きさは

平均長径が11.6ｍｍ，平均短径が5.4ｍｍで，体長/体幅

の平均は2.2であった．虫卵については，卵形を呈する

ものが多く，卵殻の厚さはほぼ一様で，無蓋端側の肥厚

は認められなかった（Photos、１４，１５)．虫卵の大きさ

(50個平均）は,長径が77.2±3.0（73~83〃m,短径が

45.3±2.2（41~50〃mで,卵殻の厚さは平均1.0±0.2

考察

兵庫県但馬地区における肺吸虫および肺吸虫症に関す

る1967年までの先人達の報告例については，前報（柴

原，1982b）に詳述した．その後，著者は豊岡市および

出石郡の山間部に生息するサワガニにウエステルマン肺

吸虫（二倍体型）のメタセルカリアが寄生していること

を確認し，その詳細な地理的分布を明らかにした（柴

原，1982b)．また，著者は同分布地において第１中間

宿主および終宿主についても調査し，カワニナＳｅ伽一

s"ZcoW7aZi6e7Zi"αから本虫のレジア，セルカリアを，

イノシシ，タヌキから成虫をそれぞれ見出し（柴原，

1981a，ｂ，1982a)，この地区における本虫の生活史上の

それぞれのステージにおける宿主をほぼ明らかにした．

最近，宇賀ら（1983）は兵庫県下のネコ1,656頭にお

ける肺吸虫の自然感染状況を調査し，養父郡関宮町産お

（５３）
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よび出石郡出石町産の各１頭にウエステルマン肺吸虫

(二倍体型）の寄生を認めている．今回，著者の行った

関宮町における分布調査では，調査した３地点のうち２

地点（葛畑，大久保）で採集されたサワガニから本虫の

メタセルカリアが検出されたことから，関宮町では本虫

はかなり広い範囲に分布しているものと思われる．これ

らの地区における陽性カニは人家付近の渓流でも採集さ

れるので，ネコ以外のイヌ，あるいはヒトへの感染も起

こり得ることが予測される．

さて，朝来郡における調査では，大丈産サワガニから

得られたメタセルカリアは，イヌへの感染実験の結果，

宮崎肺吸虫と同定されたが，陽性カニの採集された渓流

は，自然林の中を流れ，小石も豊富でカニの生息には好

適な環境となっており，多数のカニが採集される反面，

メタセルカリアの寄生率は低率でわずかに1.9％であっ

た（Table２)．しかも，Ｆｉｇ．１に示すように，隣接す

る地のサワガニからはウエステルマン肺吸虫（二倍体

型）のメタセルカリアしか見出されていない．このこと

は，西田ら（1982）の福井県嶺南地区の山間部における

例のように，宮崎肺吸虫とウエステルマン肺吸虫が，山

ひとつ隔てた二つの谷にほぼ同所的と言える程の近接し

た地点で棲み分けしているものと考えられる．この大丈

産サワガニから得られたメタセルカリアと大丈に隣接す

る法道谷産サワガニから得られたメタセルカリアの大き

さを比較すると，Ｔａｂｌｅ３に示すようにその大きさに

明らかにオーバーラップするものが認められ，メタセル

カリアの大きさだけでは両者の区別が難しいことを示し

ている．また，一方，この両地点から得られたメタセル

カリアをそれぞれイヌに感染させて得た虫卵（50個）の

計測値平均をみると，法道谷由来のウエステルマン肺吸

虫（二倍体型）では長径72.4±3.0βｍ，短径42.7±

1.9/ｕｍであるのに対して，大丈由来の宮崎肺吸虫では

長径77.2±3.0,,1,短径45.3±2.2'ｍであり，統計上

両者の間には，長径，短径ともに有意の差（p＜0.005）

が認められるが，これらの虫卵をＦｉｇ２のように点分

布図で示してみると，約半数のものが長径75/ｕｍ，短径

４５βｍ前後のあたりでオーバーラップしているのが認め

られた．また，形態観察でも，今回のウエステルマン肺

吸虫（二倍体型）の虫卵の46％には無蓋端側の卵殼の肥

厚が見られず（Photos、９，１０)，虫卵では，この両種の

間に形態的差異が認められないものも存在することから

（Photos、１０，１５)，虫卵での両種の区別はメタセルカリ

アにおけると同様に難しいといえよう．このような隣接

地点における両種の存在下では，その同定にはより一層
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Widthbum)

Ｆｉｇ．２ＭｅａｓｕｒｅｍｅｎｔｓｏｆｅｇｇｓｉｚｅｓｏｆＰａ７α９０ｍ一

ｍ"szuesZcγ、α"／‐diploidtype‐ａｎｄＰ・ｍｉｙａｚａ賊．

○：Ｅｇｇｓｆｒｏｍｗｏｒｍｃｙｓｔｓｏｆａｄｏｇ（l00days

afterinfection）infectedwithmetacercariaeofP・

mesｔｅｒｍα"／‐diploidtype‐fromGeotMPA"sa

aeAαα"iinHododani，Ikuno-cho，Asago-gun．

●：Ｅｇｇｓｆｒｏｍｗｏｒｍｃｙｓｔｓｏｆａｄｏｇ（l05days

afterinfection）infectedwithmetacercariaeofP・

ｍｉｙａｚａ肱ｆｒｏｍＧｃＪｅﾉｶαα"iinDaijo,Asago-cho，

Asago-gun、

の注意が必要であると思われる．

兵庫県における宮崎肺吸虫の分布については，諸家に

より，南部地域にはかなり広範囲に分布することが確認

されている（寺内ら，１９６１；冨村ら，１９６５；初鹿，

1967；西村・山下，１９６９；西村ら，１９６９；宇賀ら，

1983；西田・小原，1983)．しかし，北部においては初

鹿（1967）が，豊岡市官井谷のサワガニからメタセルカ

リアを１個見出したことを報告しているが，詳細な形態

の記載をしていない．また，宇賀ら（1982）は野犬１頭

から成虫を見出したことを報告している．しかし，初鹿

(1967）の報告については，その後，著者が宮井谷を含

むその周辺（１日奈佐村）の５ケ所において265匹のサワ

ガニを採集して検査したが，肺吸虫メタセルカリアは１

個も検出することが出来なかった（柴原，1982b)．

従って，現在ではこの地域には肺吸虫は分布していない

ものと思われる．そして，旧奈佐村はウエステルマン肺

吸虫（三倍体型）の濃厚な分布地として以前から知られ

ていた地域であるので（宮本，1961)，初鹿が見出した

（５５）
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メタセルカリアはウエステルマン肺吸虫三倍体型のもの

であったのではないかとの疑いが残されている．また，

宇賀ら（1982）の報告は詳細な分布地を示していない

従って，著者は今回の調査により，但馬地方における宮

崎肺吸虫の確実な分布地を初めて明らかにした．

また，この調査で明らかとなった肺吸虫の分布地のう

ち，生野町と朝来町には３つの大きなダム（多々良木ダ

ム・生野ダム・黒川ダム）が作られており，周辺一帯が

県立自然公園に指定され，多数の行楽客が訪れている．

今回見出された肺吸虫分布地の多くは，このような行楽

客の多数集まるダム周辺の渓流で，ヒトが陽性サワガニ

に接触する機会はとりわけ高く，法道谷産サワガニのよ

うに64.7％もの高率でウエステルマン肺吸虫のメタセル

カリアが寄生していて，陽性カニ１匹当りに17個ものメ

タセルカリアが見出された地もあることを考えると，公

衆衛生上，今後これらの行楽客に対する啓蒙が必要であ

ると思われる．
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結 語
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Photos、１－１０：Pa7CJgo〃加配smesteγ"!α"ｉ‐diploidtype‐

１：MetacercariaobtainedfromGeot〃めん鰹ｓａａｅ/Zαα"icollectedinSudareno,Ikuno-cho,Asago-gun、

Scale：２００/ｕｍ、２：MetacercariawiththininnercystwallobtainedfromG、ａｅｈαα"icollected

inHododani，Ikuno-cho，Asago-gun、３：Ａｄｕｌｔｗｏｒｍｏｂｔａｉｎｄｆｒｏｍａｄｏｇｌ２９ｄａｙsafterinfec‐

ｔｉｏｎ（balsam-mountedspecimen，dorsalview）Scale：３ｍｍ、４：Cuticularspinesonthedorso‐

ａｎｔｅｒｉｏｒｐａｒｔｏｆｔｈｅａｄｕｌｔｗｏｒｍ，spacingsingly，５：Seminalreceptacleoftheadultwormfilled

withspermatozoaandvitellinecells、６：Ｓｅｍｉｎａｌｖｅｓｉｃｌｅｏｆｔｈｅａｄｕｌｔｗｏｒｍｆｉlledwithsper‐

matozoa、７：Ｏｖａｒｙｏｆｔｈｅａｄｕltwormwith61obes、８，９ａｎｄｌＯ：Ｅｇｇｓｒｅｍｏｖｅｄｆｒｏｍｗｏｒｍ

ｃｙｓｔｓｏｆｔｈｅｌｕｎｇｏｆａｄｏｇ，preservedinlO％formalin．（ＡｎｅｇｇｉｎＰｈｏｔｏ・ｌ０ｉｓｖｅｒｙｓｉｍｉｌａｒ

ｔｏｔｈａｔｏｆＰ．〃ｌｉｙａｚａ肺.）

Photos、11-15：Ｐａｒαgo"加況ｓｍｚｙａｚｒａ航

１１：MetacercariaobtainedfromG.‘e/zαα刀icollectedinDaijo,Asago-cho,Asago-gun、１２：Adult

wormobtainedfromadoglO5daysafterinfection（balsam-mountedspecimen，dorsalview)．

Scale：３ｍｍ，１３：Ｏｖａｒｙｏｆｔｈｅａｄｕｌｔｗｏｒｍｗｉｔｈａｃｏｒａｌｓtructure、ｌ４ａｎｄｌ５：Ｅｇｇｓｒｅｍｏｖｅｄ

ｆｒｏｍｗｏｒｍｃｙｓｔｓｏｆｔｈｅｌｕｎｇｏｆａｄｏｇ，preservedinlO％formalin.（ＡｎｅｇｇｉｎＰｈｏｔｏ・ｌ４ｉｓｖｅｒｙ

ｓｉｍｉｌａｒｔｏｔｈａｔｏｆＰ・meste7mα"ｉ‐diploidtype-．

〔SamemagnificationsinPhotos、１，２ａｎｄｌｌ，andinPhotos、８，９，１０，１４ａｎｄ15.〕
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: Abstract j

STUDIES ON THE LUNG FLUKE, PARAGONIMUS WESTERMANI

—DIPLOID TYPE—, IN NORTHERN PART

OF HYOGO PREFECTURE, JAPAN

IV. GEOGRAPHICAL DISTRIBUTION IN YABU- AND ASAGO-GUN,

AND A NEW HABITAT OF P. MIYAZAKII IN ASAGO-GUN

Toshiyuki SHIBAHARA

{Institute for Comparative Medicine and Animal Experimentation, Ehime University

School of Medicine, Shigenobu-cho, Ehime 791-02, Japan)

During the period from March 1982 to August 1983, a total of 2,055 crabs, Geothelphusa

dehaani, collected at 36 localities in Yabu- and Asago-gun of Hyogo Prefecture were examined

for the lung fluke. Among them, 92 crabs collected at 10 localities, 7 and 3 of which were

situated in upper streams of the Maruyama River and the Ichi River, respectively, were positive

for Paragonimus metacercariae. Two hundreds and sixty-two metacercariae were obtained from

the crabs. Seventy adult and 8 pre-adult worms were recovered from dogs, cats and a rat

100-220 days after infection with the metacercariae. On the basis of morphological examinations

of the worms recovered from the animals, all flukes were identified as P. westermani -diploid

type-, except for one from Daijo in Asago-gun which was identified as P. miyazakii.

Based on the results, Asago-gun was proved to be a new habitat of both P. westermani

-diploid type- and P. miyazakii.
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